
令和元年度「京都らしい宿泊施設表彰」の概要 

１ 目的 

  その年において，京都らしい外観，しつらえ，滞在プラン，地域との調和や交流など，

京都の魅力を活かした新しい宿泊観光や滞在プランなどを提案，創造，発信した質の高

い宿泊施設や宿泊サービスの取組について表彰することにより，より魅力ある宿泊施設

の開業や既存施設のサービス向上等を図る。 

２ 表彰の対象 

＜地域と調和し，貢献する宿泊施設＞ 

  地域の多様な主体の一員として，地域や市民生活と調和した施設であり，地域団体等

と連携した取組によって，地域経済や，地域コミュニティの活性化に貢献している宿泊

施設であること。 

 ※ 地域団体等：特定の自治会・町内会，学区自治連合会，商店街，ＮＰＯなど 

３ 応募資格等 

  旅館業法許可施設（「旅館・ホテル」，「簡易宿所」），又は住宅宿泊事業法届出施設（「民

泊」）で，次のア又はイにより応募

  ア 連携している地域団体等と共同で応募 

イ 連携している地域団体等からの推薦 

４ 選考基準 

 平成３１年４月１日以前から，必須項目を満たすとともに，審査項目を実施している

事業者を審査し，表彰する。 

 （必須項目） 

  年間を通じて営業を行っていること。 

  （審査項目） 

    地域団体等と連携した，(ｱ)(ｲ)のいずれかの具体的取組によって，地域経済や， 

   地域コミュニティの活性化に貢献している事業者であること。 

   (ｱ) 宿泊施設が，宿泊客に対して地域経済の活性化に寄与するサービス提供や支援 

    例 ・宿泊客に地元飲食店等と連携した宿泊サービスを提供 

      ・宿泊客に地域の里山の食材を活用した地産地消サービスを提供 など 

   (ｲ) 宿泊施設が，地域活動を実施，又は参加・協力 

    例 ・地域の地蔵盆や祇園祭などのイベントに参加・協力，又は宿泊客を招待 

      ・空室を利用して，地域の子ども・高齢者が交流できる憩いの場を提供 

      ・地域とともに防災活動を実施              など 

※ 行政指導や各種法令の違反など，他の模範となる宿泊施設（事業者）としてふさわ

しくないものについては選考の対象外とする。 

５ 募集期間（予定） 

  「地域協働・貢献型宿泊施設促進制度」広報発表の日～令和元年８月３０日（金）

仕様書 別紙２（参考）令和元年度実施分 （令和２年度は未実施） 

※令和３年度については詳細検討中（実施を見送る可能性あり） 


